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北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

文部科学審議官によるへき地・小規模校教育推進講演会 

・第19回へき地・小規模校教育推進フォーラム2021に 

ぜひご参加ください！ 

 文部科学審議官によるへき地・小規模校教育推進講演会及び第19回へき地・小規模校教育推進

フォーラム2021を、以下のとおり開催します。当センターのホームページ上で参加者を受付中で

すので、ぜひお申込みください。 

 

●文部科学省・丸山洋司文部科学審議官のへき地・小規模校教育推進講演会 

日  時  令和3年11月5日（金）15時30分～17時00分 

講  師  文部科学省文部科学審議官 丸 山 洋 司 氏 

主  催  北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

共  催  全国へき地教育研究連盟 

参加方式  同時双方向型（Zoom） 

発 信 地  北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

 

●第19回へき地・小規模校教育推進フォーラム2021 

日  時  令和3年11月12日（金）15時30分～17時30分 

主  催  北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

共  催  全国へき地教育研究連盟 

      北海道教育大学未来の学び協創研究センター 

参加方式  同時双方向型（Zoom）及び対面型のハイブリッド 

対面式会場 北海道教育大学札幌校第１・２会議室 

 

 参加希望の方は、以下のホームページにある申込フォームよりお申込みください。 

申 込 先  北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターホームページ 

      URL：https://www.hokkyodai.ac.jp/edu_center_remoteplace/ 

背景は北海道教育大学札幌校 
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北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

センター員 前田 賢次（教育学部札幌校准教授） 
 2021年9月10日（金）､道研が主催する研修講座は、へき研

センターから玉井康之センター長、小澤一記 （釧）、渥美

信彦（旭）、前田賢次（札）のセンター員が運営協力しまし

た。講習受講者は全道各地からへき地小規模の小中学校教員

16名が参加しました。 

 昨年度の同講習は札・旭・釧の３会場を遠隔会議システム

で結んで行いましたが、本年度は新型コロナ禍による緊急事

態宣言下ということもあり、Zoomによる非対面の遠隔講習の

形で実施されました。 

 まず、参加者所属校や地域のICT 教育利活用の現状が交流されました。GIGAスクール推進に

よって、端末や回線などの環境整備は進んでいますが、やはりまだ十分とは言えず多くの課題

に対して試行錯誤しながら遠隔合同授業を模索している様子がうかがえました。また遠隔合同

授業の実施校や、回線自体が整備されていない学校からの参加者が持つ問題意識の多様性に応

える難しさが実感されました。 

 次に、今後の指針と参考にすべく、へき地複式校のICTを活用した合同遠隔授業の事例として

積丹町と幌延町の取り組みが紹介されました。 

 積丹町内の四つの小学校（余別小・日司小・美国小・野塚小）を結んだ合同遠隔授業の報告

では、以前から対面で行ってきた集合学習を合同遠隔授業として実施するところから、道徳・

国語・算数・社会やクラブ活動などの教科外、さらに放課後の学習支援で遠隔地の大学生講師

と結ぶことなどに広げていく取り組みが紹介されました。 

 できそうな所から着手し､既存の機材を活用する教職員のボトムアップによる取り組みには多

くの学ぶべきところがありました。多校間の事前の打ち合わせ、多学級での学習進度の統一、

機器の準備の簡略化の課題への対応や、今後の方向性も示されました。 

北海道立教育研究所主催、北海道教育大学、北海道へき地・複式教育研究連盟共催  

「これからのへき地・小規模校教育充実研修【遠隔合同授業】 

～へき地・小規模校における授業と研修を結び付けた実践～」 

研修講座報告 



3 

 

 幌延町の報告は、町内の幌延中学校と問寒別（小）中学校

を結んだ中学社会科の合同遠隔授業の取り組みでした。中学

校では教科免許の問題がかねてからありました。この対応と

して免許を持つ教員が授業者となり、自他校の免許外教員が

支援する合同遠隔授業に2018年から取り組んできています。

幌延中学には2020年、文部科学省の遠隔教育システム導入実

証研究事業に選定、ＳＩＮＥＴとテレビ会議システムが整備

されています。1・2年生は105時間、3年生は140時間、社会科

の全ての時間を合同遠隔授業で行うというものでした。ただ

し､今年度は1年生のみ、英語・道徳でも実施しています。 

 午後の部は、玉井康之センター長と北海道へき

地・複式教育研究連盟の温泉敏氏による発表と対談

がありました。温泉氏からは全へき連のICT活用の取

り組みについての報告が、玉井センター長からは本

年3月に行った道内へき地小規模校のICT活用のアン

ケート結果の報告がありました。 

また、対談では小規模の学校や学級における教育

活動の特色と有効性、その弱点を補うために今後さ

らにICTの教育利活用を追求する必要があることがそ

れぞれ確認されました。 
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▼授業において今後活用の可能性があるICT利用方法（へき地校・非へき地校別）  
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 最後に、受講した教員が講習全体をふまえ、今後所属校でどのような取り組みを行うかの構想

と発表があり､参加した3人のセンター員が発表に対する講評を行って講習を終了しました。 

 参加したへき地小規模校の教員から聞き取った北海道の状況からは、ICTの教育利活用を支え

る通信回線の整備の地域格差が大きいことが明らかになってきました。 

 また、GIGAスクール構想の推進によって端末の整備は進められたものの､それとは別に遠隔合

同授業を恒常的に行うための機器や場づくりの課題があることも明らかになってきました。 

 道内の先進事例として紹介された取り組みでも､学校や教員の工夫と苦労によって支えられて

きたことが紹介されました｡今後、へき研センターとしてどのように道内学校のICTの教育利活用

に働きかけていくことができるのかの検討と取り組みが必要となっています。 

 その後の講義では前田賢次センター員が、鹿児島県徳之島町の複式学級間における遠隔合同授

業の取り組みを紹介しました。 

 同町では5つの複式学級を持つ学校間をICTでつないで、多様な教育活動が行われています。こ

の取り組みはへき地複式小規模校に限らず､全国的にもICTの教育利活用の先進事例としても知ら

れています。試行錯誤された学校間における教員の協働の蓄積が、この取り組みを支えていまし

た。 


